
株式会社　アクセル徳島

計  算  書  類  等

第　　30　　期

令和　7年　4月　1日から

令和　8年　3月31日まで

徳島市南前川町５丁目１番地１



（単位 : 千円）

53,169 1,588

リ ー ス 債 務
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純 資 産 の 部

201,394

有 形 固 定 資 産

3,114

負 債 合 計
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260

備 品

50,000資 本 剰 余 金
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電 話 加 入 権
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有 形 リ ー ス 資 産

出 資 金

長 期 前 払 費 用 351

長期繰延税金資産

その他資本剰余金

6,561投 資 そ の 他 資 産

無 形 固 定 資 産

527,674

保 証 金 10 40,000

20,000資 本 金

資 本 準 備 金

39

6,161

456,454

445,454

11,000

その他利益剰余金

10,000

527,674

負 債 ・ 純 資 産 合 計 729,069729,069

純 資 産 合 計

利 益 準 備 金

利 益 剰 余 金

繰越利益剰余金

別 途 積 立 金

貸　借　対　照　表
(令和8年3月31日現在)

52,705

128

717,678

457,674

1,220

現 金 及 び 預 金

未 払 消 費 税

未 成 工 事 支 出 金

立 替 金

前 払 費 用

預 り 金

279

資 産 の 部 負 債 の 部

198,280

114,210工 事 未 払 金

流 動 資 産

47,132

372,266

流 動 負 債

未 払 費 用

2,154

賞 与 引 当 金

170,000

900

1,352

１年内支払リース債務76

10,610

11,016

9,936

未 払 法 人 税 等

親 会 社 預 け 金

完成工事未収入金 未 払 金

仮 払 金

68,431未 収 入 金

未成工事受入金

11,390

固 定 負 債 3,114

固 定 資 産



　　　　　　　　　　　　　　(単位 ： 千円)

損　益　計　算　書
令和　7年　4月　1日から

令和  8年　3月31日まで

経　常　損　益　の　部
営 業 損 益

売 上 高

完 成 工 事 高 440,908

兼 業 事 業 売 上 高 710,665 1,151,574

売 上 原 価

完 成 工 事 原 価 357,628

兼 業 事 業 売 上 原 価 642,515 1,000,144

売 上 総 利 益

完 成 工 事 総 利 益 83,280

兼 業 事 業 総 利 益 68,150 151,430

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 62,315

営 業 利 益 89,114

営 業 外 損 益

営 業 外 収 益

受 取 利 息 2,004

雑 収 入 633 2,637

営 業 外 費 用

リ ー ス 支 払 利 息 327

雑 支 出 18 346

経 常 利 益 91,406

特　別　損　益　の　部
特 別 利 益

特 別 損 失

税 引 前 当 期 純 利 益

当 期 純 利 益 60,109

91,406

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税 30,141

法 人 税 等 調 整 額 1,154 31,296



Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

Ⅰ

Ⅱ

Ⅲ

Ⅳ

兼業事業売上原価報告書

67,320

兼 業 事 業 売 上 原 価 642,515

電 柱 使 用 料 1,366

20,097

外 注 費

令和　7年　4月　1日から

553,730

労 務 費

経 費

（ う ち 人 件 費 ） (19,217)

完 成 工 事 原 価 357,628

令和　7年　4月　1日から

令和　8年　3月31日まで

令和  8年　3月31日まで

外 注 費

経 費

131,278

38,433

完 成 工 事 原 価 報 告 書

材 料 費 178,303

労 務 費 9,613



　（単位 : 千円）

その他

資   本 その他資本 合　　計 利　 益 利益剰余金

準備金 剰余金 準備金 別   途

積立金

当期首残高 20,000 10,000 40,000 50,000 1,220 11,000

事業年度中の変動額

   当期純利益

事業年度中の変動額合計 0 0 0 0 0 0

当期末残高 20,000 10,000 40,000 50,000 1,220 11,000

　（単位 : 千円）

その他利益 株主資本 純資産

剰余金

繰越利益 合　　計 合　　計

剰 余 金

当期首残高 420,993 433,213 503,213 503,213

剰余金の配当 -35,649 -35,649 -35,649 -35,649

事業年途中の変動額

   当期純利益 60,109 60,109 60,109 60,109

事業年度中の変動額合計 24,460 24,460 24,460 24,460

当期末残高 445,454 457,674 527,674 527,674

株 主 資 本 等 変 動 計 算 書

令和　7年　4月　1日から

令和　8年　3月31日まで

合　　計

利益剰余金

資本剰余金 利益剰余金

株  主  資  本

資本金

株  主  資  本



１．有形固定資産及び無形固定資産の明細

 　　　　　　　（単位 ： 千円）

期      首 当       期 当       期 当       期 期      末 減価償却

帳簿価額 増   加 額 減  少  額 償  却  額 帳簿価額 累 計 額

有 63 0 0 31 31 222

形 4,724 1,925 3,095 2,114 4,535 3,868

固

定

資

産 4,787 1,925 3,095 2,145 4,567 4,090

無 260 0 0 0 260 0

形 0 0 0 0 0 0

固

定

資

産 260 0 0 0 260 0

　　　　　　　２．引当金の明細
　　　　　　　　（単位 ： 千円）

目的使用 その他

10,229 9,936 10,229 9,936

（注）「当期減少額」の欄のうち、「その他」の欄には、目的使用以外の理由による減少額を記載し、その理由を「摘要」
　　　に記載する。

３．販売費及び一般管理費の明細

　　　　　　　　（単位 ： 千円）

金　　　　額 摘　　　　要 金　　　　額 摘　　　　要

23,739 2,899

14,196 429

1,243 5

6,188 1,500

578 932

218 29

896 186

1,754 479

247 6,309

110 29

12

328 (62,315)

支 払 リ ー ス 料

地 代 家 賃

教 育 費

寄 付 金従業員退職給与 引当 費用

有 形 リ ー ス 資 産

保 険 料

交 際 費

福 利 厚 生 費

計 算 書 類 の 附 属 明 細 書

令和　7年　4月　1日から
令和   8年　3月 31日まで

区　　　分

計

区分

計

資産の種類

備 品

電 話 加 入 権

通 信 費

什 器 備 品 費

運 搬 費

科　    　　　目

期首残高

給 料 手 当

（合　　　　　計）

役 員 報 酬

修 繕 維 持 費

車 輌 燃 料 油 費

旅 費 交 通 費

租 税 公 課

雑 費

減 価 償 却 費

期末残高当期増加額
当期減少額

摘　　　　要

ソ フ ト ウ ェ ア

科　　    　　目

賞 与 引 当 金

会 費 賛 助 金

事 務 用 品 費

法 定 福 利 費



１．重要な会計方針に係る事項に関する注記

　　　 　（１）棚卸資産の評価基準及び評価方法

未成工事支出金・・・・・個別法による原価法

　　　　 （２）固定資産の減価償却の方法

①有形固定資産・・・・・・・・・・・・・・定率法（なお、耐用年数及び残存価額については、法人

　（リース資産を除く）　　　　　　　　　税法に規定する方法と同一の基準によっている。）　　　　　

　　　　　　　②リース資産 ・・・・・・・・・・・・・・・リース期間を耐用年数とし、残存価格を零とした定額法

（所有権移転外ﾌｧｲﾅﾝｽ･ﾘｰｽ取引に係るﾘｰｽ資産）　　　　　

　　　　 （３）引当金の計上基準

　　　　　　　①貸倒引当金

　売上債権等の貸倒損失に備えるため、法人税法に定める限度額（貸倒実績率）、貸倒懸念債

権等の特定の債権については、個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上している。

　　　   　 　②賞与引当金

   将来の支給見込額のうち当期負担額を計上している。

         （４）収益及び費用の計上基準

　　　　　　　　 られる工事については工事進行基準（工事の進捗度の見積りは原価比例法）を、その他

　　　　 （５）その他計算書類作成のための基本となる重要な事項

　　　　　　　①リース取引の処理方法

　リース取引開始日が平成20年3月31日以前の所有権移転外ファイナンス・リースについては、

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

　　　　　　　②消費税等の会計処理

　　　　　　　　　　消費税等の会計処理は、税抜方式によっている。　

２．貸借対照表に関する注記

　　　 有形固定資産の減価償却累計額 4,090 千円

３．株主資本変動計算書に関する注記

　　 　⑴当該事業年度の末日における発行済株式の数 400 株

　　　 ⑵剰余金の配当に関する事項

①配当金支払額

②基準日が当該事業年度に属する配当のうち、配当の効力発生日が翌事業年度となるもの

令和8年6月26日

決議予定 株式の種類

　　原則全ての工事について履行義務を充足するにつれて一定の期間にわたり収益を認識してい

　る。また、履行義務の充足に係る進捗率の見積の方法は、発生原価に基づくインプット法による。

　　ただし、契約における取引開始日から完全に履行義務を充足すると見込まれる時点までの

　期間がごく短い工事契約については代替的な取扱いを適用し、一定の期間にわたり収益を認

　識せず、履行義務を充足した時点で収益を認識している。

令和8年6月26日

定時株主総会 普通株式 利益剰余金 30,054 75,137 令和8年3月31日

1株当たり配
当額(円)

基準日

個　　別　　注　　記　　表

令和　7年　4月　1日から

令和  8年　3月31日まで

決議日 株式の種類

効力発生日

令和7年6月27日

定時株主総会 普通株式

配当の原資

配当の原資
配当金の
総額（千円）

1株当たり配
当額(円)

効力発生日基準日

令和7年6月27日利益剰余金 35,649 89,123 令和7年3月31日

配当金の
総額（千円）


